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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TestNo．91514

　　　　　　　　　　　　試験実施概要

表　　　題

　1，2一ジクロロプロパンのヒメダカ（0膨面Zoゆεs）に対する急性毒性試験

試験目的
　1，2．ジクロロプロパンについて、ヒメダカ（命yzfσs∫σ吻θ3）に対する急性毒性

試験を行い、半数致死濃度（LC50）を求める。

試験方法
　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．203「魚類急性毒性試験」

一（1992年）に準拠した。

適用GLP
　本試験は契約書別添2「生態影響試験実施に関する基準」（平成7年9月26日）に

準拠した。

試験委託者

　名　称：　　環境庁

　住所：　　〒100東京都千代田区霞が関一丁目2－2

試験受託者

　名称：　財団法人化学品検査協会
　所在地：　　〒136　東京都江東区亀戸5－6－21

試験施設
　名　称：　　化学品安全センター　久留米研究所

　所在地：　　〒830　福岡県久留米市中央町19－14

　運営管理者：
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8．　試験関係者

試験責任者

試験担当者

　　生物試験担当

　　分析　担　当

　　データ処理担当

試資料管理部門責任者

9．　最終報告書の承認

／♀ヲ6年3月ユ9日

試験責任者 氏名

10．　試験期間

　　　試験開始日

　　　試験終了日

　　　暴露期間

1995年12月5日

1996年3月28日

1996年2月5日～1996年2月9目

11．　保　　　管

　　　試験計画書、生データ、記録文書、最終報告書及び被験物質は、最終

　　報告書作成後10年間、財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米

　　研究所の保管施設に保管する。その後の保管については試験委託者と協議の

　　うえ決定する。
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旨要

試験委託者

環境庁

表　　題

　1，2一ジクロロプロパンのヒメダカ（0ワ癩s1αゆεs）に対する急性毒性試験

試験番号

91514

試験方法

　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo203「魚類急性毒性試験」

準拠して実施した。
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被験物質：

供試生物：

生物数：

暴露期間：

暴露方式：

試験濃度：

連　　数：

試験液量：

水　　温：

照　　明：

エアレーション　：

試験液中の被験物質の分析：

（1992年）に

1，2一ジクロロプロパン

ヒメダカ（0弓栩廊1α吻ε3）

10尾／1試験区

96時間

半止水式（24時間毎に換水）

300，200，133，88．9，59．3mg／L（濃度公比：15）及び対照区

1試験区につき2連

3．OL／1容器×2容器／1試験区

24士1℃

16時間明／8時間暗

なし

　　　　　　　ヘッドスペースガスクロマトグラフィー（HS－GC）

　　　　　　　（開始時、換水前）

結　　果

3）　100％死亡最低濃度＝・200mg／L

　　　　　（上記濃度は、全て設定値に基づく値）

　1）　96時間の半数致死濃度（LC50）＝163n轡L（95％信頼区間：133～200mg1L）

2）0％死亡最高濃度＝133mg／L

一1一
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1，　被験物質

　　　本報告書において1，2一ジクロロプロパンは、次の名称及び品質等を有するもの

　　とする。被験物質に関する情報については供給者提供の添付資料等によった。
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分子式：C3H6C12
分子量：112．99紅
比　　　重：　1．1579（20℃／20℃）＃1

外観：無色透明液体＃1
安　定　性：　不明

1一オクタノール／水分配係数（10gP）：　不明

pKa　　　：　不明

水への溶解度：2，700mg／L（20℃ゾユ

蒸気圧：42m皿Hg（20℃ゾ2
純度及び不純物：　含量（ガスクロマトグラフ法）99．8％ギ1

ロット番号：　FAZO1

供　給　者：

供給量：500g
入手日：1995年11月27日

情　報

＃1：

＃2：

源

供給者提供の添付資料

Kard　Verschueroロ，“H釦ユdbook　of　Environmen姐Daねon　Org血o

Chemic記s”　2nd　Ed．，Van　Nost葺md　Re血hold，1983、

一2一
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1．2被験物質の確認及び保管条件下での安定性

　　　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトルを測定し、被験物質の特性と

　　矛盾が隅夢られないことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定

　　し、暴露開始前に測定したスペクトルと比較した結果、スペクトルに変化は

　　無かったことより被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管中は安定であったと判断

　　された。

2

）
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）
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供試生物

　試験に使用したヒメダカ（0伊z∫α評σゆεs）を下記に示した。供試魚の体長（被鱗

体長）は2．0土0．5cmであった。

学
体
体

般
名
名
長
重

ロット番号

購　入　先

購　入　日：

ヒメダカ

0弓～zfos　lαゆε3

1．79cm（1．65～1．93cm），nニ10

0．05999（0．0464～0．08639），n＝10

LNR－960122

中島養魚場（〒869－01熊本県玉名郡長洲町大明神）

1996年1月16目

塾
．試験条件と同条件（水質、温度等）で12日間以上、飼育馴化した。馴化開始時

にエルバージュ（上野製薬製）を用いて止水状態で24時間薬浴を行った。餌は

市販のテトラミン（テトラベルケ社）を与えた。暴露開始の24時間前からは給餌

しなかった。試験には健康で肉眼的に正常な個体を使用した。暴露開始前7日

間の死亡率は5％以下であった。また、基準物質（硫酸銅（n）五水和物、試薬

特級）の96時間LC50は1．08mg／しであった。

一3一
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3．　試験方法

3．1試験条件

　1）　暴露方式：
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被験物質を含む試験液へ試験生物を暴露する薬浴方式を用いた。

試験は密閉式で半止水式（24時間毎に換水）で行った。

96時間

1試験区につき2連

10尾／1試験区

3．O　L／1容器×2容器／1試験区

24土1℃

16時間明／8時間暗

無給餌

なし

3．2希釈水

　　　脱塩素水道水（久留米市水道水を活性炭処理し、残留塩素等を除去したもので、

　　充分通気した）を使用した。希釈水の主な水質として、硬度は35．5mg／L（CaCO3

　　換算）、pHは6．9であった。希釈水使用時にはオルトトリジン法によって残留

　　塩素濃度が0．02mg／L以下であることを確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

3．3試験容器及び恒温槽等

　1）試験容器：3．OL容のガラス容器（直径16㎝、深さ17cm）を用いた。また、

　　　　　　　　　　密閉にするための蓋としてガラス板を用いた。

　2）恒温槽：加温冷却機によって試験容器内の水温を24士1℃に維持する

　　　　　　　　　　恒温槽を用いた。

　3）　水　温計：　検定済ガラス製棒状温度計

　4）　pH　計　　：　ガラス電極式水素イオン濃度計HM－11P型（東亜電波工業）

5）溶存聯計：溶存酸素計51B型（YellowSp血gs㎞t㎜entCo．，hc．）

3．4試験濃度の設定

　　　本試験に先立って行った予備試験の結果では500mg／しにおいて100％死亡、

　　100mg1しにおいて0％死亡、10～100mg1において無影響濃度であったので、

　　試験濃度は300mg／Lを最高濃度として濃度公比1．5で5濃度区（300，200，133，

　　88．9及び59．3mg1L）を設定した。対照には希釈水のみの対照区を設けた。
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3．5試験液の調製

　　　必要量の被験物質を希釈水に添加し［比重（L158）換算し、容量で添加］、

　　マグネティックスターラーを用いて撹拌を行い、希釈水に溶解させて調製した。

　　各濃度区での添加量を以下に示す。

濃度区（mg几） 300 200 133 88．9 59．3

1L当たりの添加量（μL） 259 173 115 76．8 51．2

3．6試験液の分析

　　　暴露開始時及び換水前（暴露開始後24時間）に各試験区の2容器の中層より試験

　　液を等量採取して混合した後、HS－GCにより分析した。試験液の分析に際して

　　は、試料測定毎に標準溶液（濃度5．O　mg／L）の測定を行い、そのピーク面積比か

　　ら定量した。詳細は付属資料一2に示した。

3．7試験操作

　　　暴露開始時に供試魚と同じ容器で馴化した魚10尾の重量及び被鱗体長を測定

　　した。暴露期間中給餌は行わなかった。

　　　全試験区（ただし、各1試験容器）の試験液の水温、溶存酸素濃度、pHを測定後、

　　試験容器中に供試魚を1濃度区当り10尾投入した。全試験区（ただし、各1試験

　　容器）の水温、溶存酸素濃度、pHは暴露期間中毎日1回測定した。また、換水前

　　後にも、水温、溶存酸素濃度、pHを測定した。

　　　暴露開始後、24、48、72及び96時間後に死亡個体数を記録するとともに観察

　　された毒性の徴候或いは異常（例：外部刺激への反応異常、平衡感覚喪失、遊泳

　　異常・呼吸機能の異常・体色変化、背曲がり、出血等）を記録した。死亡個体は

　　換水時に取り除いた。

　　　＊：ステンレス製ピンセットの先で尾部に軽く触れても反応がない個体を死亡

　　　　　とみなした。

3．8数値の取扱い

　　　数値の丸め方は、JISZ8202－1985参考3規則Aによった。

4，　結果の算出

　　　各濃度区での死亡数と供試個体数（10尾）から死亡率（％）を算出し、B士aomia1

　　法により半数致死濃度（LC50）を算出した。また、その95％信頼限界も示した。

　　なお、被験物質の測定濃度が設定値の士20％以内であったので、結果の算出には

　　設定濃度を用いた。
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5．　結果及び考察

5，1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　該当する要因はなかった。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　　暴露開始時及び換水前（暴露開始後24時間）に試験液中の被験物質濃度を測定

　　しだ。暴露開始時の被験物質濃度は52．9～246mg／L（設定値59．3～300mg／L）であ

　　り、設定値に対する割合は82．1～90．0％であった。換水前の被験物質濃度は

　　53．4～251mg1しであり、設定値に対する割合は83．7～90．0％であった。被験物質

　　の測定濃度はいずれもほぼ設定濃度に保たれていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．8），付属資料一2］

5．3　半数致死濃度（LC50）

　　　1，2・ジクロロプロパンの設定濃度に基づく96時間の半数致死濃度（LC50）は

　　163mg／しであり、その95％信頼区間は133～200mg／しであった。対照区の死亡率

　　は0％であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2，3（p．9，10），Figure1（p．15）］

5．40％死亡最高濃度及び100％死亡最低濃度

　　　1，2一ジクロロプロパンに96時間暴露したヒメダカの0％死亡最高濃度は

　　133mg／L（設定濃度）であり、100％死亡最低濃度は200mg／L（設定濃度）であっ

　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（p．10），Figure1（p．15）］

5．5毒性症状

　　　’毒性症状として133mg／L区に歩いて表層集中、嗜眠状態、軽度平衡喪失、

　　活動度の低下及び完全平衡喪失が、88．9mg／L区及び59．3mg／L区においては表層

　　集中及び活動度の低下が観察された。対照区では暴露期間中に異常な症状は

　　観察されなかった。

　　（上記濃度は、全て設定濃度を示す。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5（p．11）］
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5．6試験液の水温、溶存酸素濃度及びpH

　　　96時間の暴露期間中の水温は23．0～24．3℃であった。暴露期間中の溶存酸素

　　濃度は6．7～8、3mg／しであり、全ての試験区で飽和溶存酸素濃度の60％以上で

　　あった。暴露期間中のpHは7．38～7．89であった。

　　（24．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．25mg／L）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table6，7，8（p．12～14）］

5．7試験液の状態

　　　調製時の試験液は無色透明で、その状態は換水時まで保たれていた。

以　上
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Table1．　Concentrahons　of1，2－dichloropropane　in　acute　toxici尊testus血g

　　　　　　　　・range幽sh（01γz珈Zα珈εgundersemi－staticc・nditions

　　Nominal
COnCentraltiOn

　　（m9／L）

Observed　concentration（mg／L）

　　　　　　ercent　of　non血a1

0甲houra） 24－hourb） Mean。）

Contro1 0 0

59．3 Q
ノ
つ
」

（
∠
Q
／

5
Ω
り 4

0
3
0

5
Q
ノ

ハ
∠
7

3
Q
／

5
Q
U88．9

0
0
0
0

Q
U
Q
ノ

Q
／
Q
／

Q
ノ
ハ
ソ
『
7
8

Q
／
Q
／

Q
／
Q
／
7
8133

6
」
1
7
1
8

3
n
1
5
1
8

4
7
一
1
5
1
8200 7

4
一
6
3
1
8

2
2
7
6
1
8

O
O
7
5
1
8300

6
ユ
4
2
2
8

1
7
5
3
2
8

9
0
一
4
3
2
8a）丘eshsolu丘ons

b）exphしed　solutions

c）The　values　are　expressed　as　t㎞e－weighted　means　calculated

　　by　the　fbllow血g　equation：

　　（C。一C24）／（hC・一1nC24）

　　where

　　　Co：the　observed　concentra』tion　at　O－hour

　　　C24＝the　observed　concentration　a』t24－hour

　　　h1Co：the　natural　loga貢thm　of　Co

　　　lnC24：the　namral　loga1』ithm　of　C24
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Table2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91514

Mortalityoforangek丑随sh（0ワz1αsZα吻εs）exposedto1，2－dichloropropane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（mg／L）

Cumulative　number　ofdead　fish

　　　　　（Percentmortality）

24－hour 48－hour 72－hour 96－hour

Contro1 O（0） 0（0） 0（0） 0（0）

59．3 0（0） 0（0） 0（0） O（0）

88．9 0（O） 0（0） 0（0） 0（0）

133 0（0） 0（0） 0（0） 0（O）

200 10（100） 10（100） 10（100） 10（100）

300 10（100） 10（100） 10（100） 10（100）
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Table3． Calculate（1LC50values　R）r　orange　ldlli行sh（0り4fαs　Zαf砂θs）exposed

to1，2－dichloropropanebasedonn面nalconcentrations

Exposure

　　time

（耳our）

LC50

（mg／L）

　　95－Percent

confi〔ience　lin㎡ts

　　　　（mg／L）

Statistical

method

24 163 133～200 binomia1

48 163 133～200 binomia1

72 163 133～200 binomia1

96 163 133～200 binomia1

Table4． Highest　concentration　in　O％mortality　and　lowest　concentration

in100％mo丘ality

Exposure

　　time

（Hour）

正丑ghest　concentration　in

　　　　O％mortality

　　　　　　　（mg／L）

Lowest　concentration　in

　　　　100％mortaHty

　　　　　　　（mg／L）

24 133 200

48 133 200

72 133 200

96 133 200
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91514

Table5，Toxic　symptoms　observed　in　orange　killifish（011吻α51α吻e5）during

　　　　　　　exposure　to1，2－dichloropropane　under　semi－static　test　con〔iitions

　Nominal
COnCentratiOn

　　（mg／L）

Symptoms

3－hour　　24－hour 48－hour 72－hour 96－hour

Control

。x醐‘澱乙ア 器1互デ

RA（3）

’醐勢

RA（2）

。隅罪

RA（2）
59．3

識丁δア職訂
RA（10）　RA（6）

蕊筍’

RA（7）

’醐避
RA（10）

”鰍避
RA（10）

88．9一

133
LETH（2）

PLE（1）

RA（8）

器ぢr”敬丁δデ……

　　　　　　　　PLE（3）

　　　　　　　　RA（10）

職iδy…………”

LETH（1）

PLE（1）

RA（9）

CLE（1）

LETH（1）

RA（9）

A§1ぢア…㎜鼠ヲr

　　　　　　　　CLE（1）

　　　　　　　　LETH（1）

　　　　　　　　　RA（9）

200

300

The　values　in　parentheses　express　the　number　offish　showing　the　symptom．

AS
CLE
LETH
PLE
RA
一

：At　the　surface

：Comづlete　loss　ofequilibrium

：Letha．rgic

：Partial　loss　ofequilibrium

：RedUCed　aCtiVity

：no　symptom
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Table6． Tempera加lre　ofmedia　du血996－hour　semi－static　exposure　of

or㎝gek雌sh（0吻副α∫1ρθ3）to1，2－dichloropropane

　　Nominal

concenn「adon

　　（mg／L）

Temperature

　　　　（。C）

0－hour　　　24－hour 48－houエ　　　72－hour 96－hour

Contro1 new
old

23．1 0
つ
」

3
五
τ

2
∩
∠ 0
1
4
4

《
∠
《
∠ 0
1
4
4

ハ
∠
（
∠ 23．4

59．3 new
old

23．1 ∩
V
《
∠

3
∠
可

（
∠
（
∠

Q
！
《
∠3
4

（
∠
（
∠

O
ハ
∠4
4

（
∠
2

23．5
8喜丁ぢ帥’

new
old

23．2 （
∠
《
∠3
4
2
2

－
∩
∠

4
五
可

2
（
∠

0
（
∠

4
∠
可

《
∠
（
∠ 23．4

133 new
old

23．3 －
《
∠4
4

《
∠
（
∠

3
∩
∠

∠
コ
4

《
∠
（
∠

－
【
∠4
4
2
2

23．4

200 new
old

23．4

　
1n
4

　
2 n
n
n
n

n
300 new

old

23．6

　
3n
4

　
2 n
n

n n
new：丘eshly　prepared　test　solutions

old　：test　solutions　at24－hour　a丘er　prepara㎡on

n：No　measurement　was　made　because　all　orange　killifish　died　at　this　observation　time．
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Table7． Dissolved　oxygen　concentrations　ofmedia　du血g96－hour　semi－static

exposureoforangeki出血sh（01γ加s如吻εs）to1，2－dichloropropane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（mg1L）

Dissolved　oxygen　concentra』tion

　　　　　　　　　　（mg／L）

Q－hour 24－hour　　　48－hour　　　72＿hour 96－hour
Control new

old

8．2
（
∠
0

Ω
り
弓
～

ハ
∠
月
ノ8
6

つ
」
1
8
7

7．4

59．3 new
old

8．2
【
∠
O

Q
U
弓
ノ

∩
∠
（
∠

8
句
ノ

つ
」
《
∠8
7

7．3

88，9 new
old

8．2
《
∠
4
8
7

【
∠
∩
∠8
7

3
ハ
U
8
7

7．4

133 new
old

8．2
ハ
∠
1
1
8
7

（
∠
（
∠8
7
3
0

Ω
U
7

7．4

200 new
old

8．2

n
ユ
　
8 n
n
n
n

n
300 new

old

8．2
n
－
一
　
8 n
n
n
n

n
new：ffeshly　prepared　test　solutions

old：testsolutionsat24－hour出erpreparation

n：No　measurement　was　made　because　all　orange　ki11迅sh　died　at　this　observationtime．
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Table8． pH　values　ofmedia　during96－hour　semi－sta』tic　exposure　of

orange㎜sh（07γz∫α51α妙ε5）to1，2－dichloropropane

　　NominaI

COnCentrat10n

　　（mg／L）

pH

O＿hour　　　24＿hour　　　48－hour　　　72－hour 96，hour

Contro1 new
old

7．44
《
∠
6
6
4
7
7

6
Q
／

5
つ
」7
7

O
Q
／
7
4

ワ
’
7

7．38

59．3 new
old

7．54

4
0
7
5
7
7

5
可
⊥
〈
U
6

7
7

7
ど
O

厚
！
5
7
7

7．49

88．9 new
old

7．61

8
0

『
’
5
7
7

ワ
’
1
⊥6
6
7
7

Q
／
6
7
5
7
7

7．53

133 new
old

7．60
Q
／
8
8
4

弓
ノ
『
～

7、75

7．61

8
弓
ノ

月
ノ
5
7
7

7．54

200 new
old

7。62

　
5n
5

　
7 n
n
n
n

n
300 new

old

7．59

　
9n
5

　
7 n
n
n
n

n
new：ffeshly　prepared　test　solutions

old　：test　solutions　at24－hour　a丘er　preparation

n二No　measurement　was　made　because　all　orange　kiHifish　died　at　this　observation　time．
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100
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80

70

60

ハぷ
レ
む
莞　50
琶
三

40
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0

＋24－h，48－h，72－h　and

　　　　96．h

■

10

Figure1．

　　　　　　　100

Concentration（mg∠L）

1000

Concentration－toxicitycurveof1，2－dichloropropaneinorangekilli丘sh

（0膨∫α3Zα砂εs）．
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付属資料一1

希釈水の水質

　（全2頁）



Appendix　L Water　quality　ofdilution　water

P肛ameter Concentration

1995、Nov．28

pH

COD　　　　　　　（mg／L）

Colifbnn　group　bacteria，

　　　　　　　　　　　（MPN／100mL）

Total　phosphonユs

Total　mercury

Copper

Cadmium

zinc

Lead

Aluminium

Nickel

Total　chro㎡um

Manganese

Tin

Iron

Cyar丘de

Free　chlorine

Brom直de　ion

Fluoride

Sulfide　ion

Ammonianitrogen

Arser旺c

Selenium

Evapora』tion　residue

Electdc　conductivity

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（μS／cm）

Total　hardness（as　CaCO3）

Alkalinity

Sodium

Potassium

Calcium

Magnesium

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

Q
ノ
《
∠
ご
∪
0
0

器
器
㎝
器
総
総
器
器
霊
鑑
m
器
獅
21．0

12．85

3．55

9．2

3．06

Test　No．91514

Lower　limit

of　detection

0．0005

0．005

0．005

0．01

0．005

0．1

0，01

0．02

0．01

0．5

0，01

0．1’

0．01

0．1

0．15

0．1

O．002

0．002
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Appendbd．（continued）

Parameter Concentration

1995．Nov．28

Lower　limit

of（ietection

1，2－Dichlorop∋opane

Diazinon

Isoxathion

Fenitrothion（M三P）

Isoprothiolane

Oxine　cupper

Chlorothaloni1（TPN）

Propyza血de

EPN

DichlorvosΦDVP）

Fenobucarb（BPMC）

Iproben長）s（IBP）

Chlo㎡tro免n（C迎）

Thiram

Simazine（CAT）

Benthiocarb

PCB

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
D
n
D
D

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

0．006

0．0005

0．0008

0．0003

0．OO4

0．004

0．004

0．OOO8

0．OOO6

0．OOl

O．002

0．0008

0．0005

0．0006

0．OOO3

0，002

0．OOO5

N．D．：not　detected
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　　　　付属資料一2

試験液の分析方法及び分析チャート

　　　　　（全ll頁）



Test　No．91514

試　　験　　名

被験物質物質名

　魚類急性毒性試験

・　1，2一ジクロロプロパン

1）試験液の分析方法

①試験液の前処理操作

　　　混合した溶液は、そのままもしくは蒸留水で希釈して、以下のフロース

　　キームに従いヘッドスペースーガスクロマトグラフィー（HS心C）によって

　　分析した。

フロースキーム

試験液分析試料

・分取　8mL　（ピペットマン、

　　　　　　　　20mL容バイアルビン）

←ジメチルホルムアミド　必要量

　　　　　　　（マイクロシリンジ）

・密閉　（アルミキャップシール）

H　S－G　C試料

　最終定容溶液中の被験物質濃度は、クロマトグラム上の被験物質のピーク

面積を濃度既知の標準溶液のピーク面積と比較し、比例計算して求めた。

②被験物質溶液の調製

　　　被験物質100mgを正確にはかりとり、ジメチルホルムアミドに溶解して

　　1，000mg／しの被験物質溶液を調製した。これをジメチルホルムアミドで希釈

　　して10及び100mg／しの被験物質溶液を調製した。

③標準溶液の調製

　　　分析試料中の被験物質濃度を求めるための標準溶液の調製は次のように

　　して行った。，20mL容バイアルビンに蒸留水8mLを添加し、これに

　　1，000mg／しの被験物質溶液を40μL添加した後、ただちにアルミキャップ

　　シールを行い、5．Omg1しの標準溶液を調製した。
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2
） G　Cの分析条件

ヘッドスペースオートサンプラー条件

　・機　　　器　　　PERKINELMERHeadSpaceSamplerHS40

　　　　　　　　　　　　PERKINELMER製
・サンプル加熱温度

・加　温時間
・二一ドル温度

・トランスファー温度

ガスクロマトグラフ条件

　・機　　　　器

・検　　出　　器

・検出器温度
・カ　　ラ　　ム

・カラム温度

・昇温速度
・試料導入部温度

・キャリアーガス

・水　　　　素

・空　　　　気

・スプリット比

・感　　　　度

80℃

60分

140℃

150℃

HP5890Sehes覗　（機器No．GC－45）

HEWLETTPACKARD製
水素炎イオン化検出器（FID）

250℃

NeutraBond－1（0．25mmm×50m）

40℃（2min）→200℃（2min）

10℃／m血

200℃

ヘリウム　160kPa

1．2Kg／cm2

2．OKg／cm2

1：50

レンジ1V
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3）検量線の作成

　　　1）③の標準溶液の調製と同様にして5．0及び25．O　mg／しの標準溶液を調製

　　した。また、10及び100mg／しの被験物質溶液より、それぞれ0．20及び1．O　mg／L

　　の標準溶液を調製した。これらを分析機器の定量条件に従って分析し、得ら

　　れたそれぞれのクロマトグラム上のピーク面積と濃度により、検量線を作成

　　した。

一3一



TestNo．91514

Contentoffigure

FigureL

Figure2・L

Figure2－2．

Figure2・3．

Fig翠re2－4・

Figure2－5．

Figure2・6．

Calibra盤on　curve　of1，2・（lichloropropane　by　GC　analysis．

Example　ofchromatogram．

（standard　solution　of5．O　mg1L，〇一hour）

Example　ofchromato欝am．

（fresh　t£st　solution　of133mg五L　as　nominal　concentration，o・hour）

Exampleofchromatogram．

（fresh　test　solut証on　of　contro1，0・hour）

Example　ofchromatogra皿．

（standard　solut五〇n　of5．O　mg五L，24－hour）

　　　Exampleofchromatogra皿．

（expired　test　solution　of133mg！L　as　nolninal　concentration，24・hour）

Exampleofchromatogram．

（expired　test　solution　of　contro1，24－hour）
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In　ut　data

Run

Concentration

　　　m
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ー
ユ
（
∠
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Figure　L Calibrationcurveof1，2－dichloropropaneby㏄analysis．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ＾6．⊇　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言弍9iこ番一号　　　！夕19

鷺i。ll欝2C“尋ト　8デ　14H1εD3196／。2／052。：28：4。

，イフ’　　　：標準試料

難講名』
神幸知卦グ弘躰幸フ7仙名：91514HIS．C31
　　　mV

40

20

O

暴露　朗　始　時

試乗　　覇些　　ε一　暫／L

11．756

　　　　0　　　　　　　　　　5

幸榊　ピークレホ’，ト　幸林

PKNO　T田E　　AR臥1タv・s。c田田GHT
　l　　　lO．211　　　　　　227759　　　　86044

　2　11．765　　48475　18855

　　　　　10　　　　　　　　　　　15

”K　　　I　D層O　　　　　CONC　　　　　　　　　NA”E

　　　　l　　　　　　　　　　　DCP

O
n

2
・
『
　
m

　　　　　　　　　　　275233　　　　104899

榊章新リプトション結果榊串
榊　l　Dテーブル幣

旧NO　　成分名　　　　時間　護度
　　1　　DCP　　　　　　　　　　　lO．21　　5

牌検量線艸

　　　　　濃度’

5．0

2．5

0 1．5　　　　3．0

面積　　　105

Fl　　　　　　　　F2
2、19531e－005

　　　1D肘0：1
　　　周期E：DCP
　　　T旧E二10．21

　　　　　濃度’　　　　　面積
　　　（1）5　　　　　22刀59

　　　　　RFl　　　　　　　　RF2
　　　（1）　2．19531e－005　　　　　0

　　　r2＝1

8－1！1　　　　　　　　　96／02／0520：55：18

Figure2・1．　Example　ofchromatogram．

（st盆ndar〔1solution　of5．O　mg印，0－hour）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験イ，、　　　　　　／¢
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Figure2・4，　Exa皿Ple　ofchromatogram．
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Figure2・5，　Example　ofchromatogram．
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